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Ⅰ．はじめに
北海道には，北海道日本ハムファイターズ（以下，日
ハム），コンサドーレ札幌（以下，コンサドーレ），レバ
ンガ北海道（以下，レバンガ）という三つのプロスポー
ツチームがある。同じプロスポーツと言っても，観客動
員数に大きな違いがあり，球団の収入という面でも大企
業と零細企業ほどの違いがある。たとえば，日ハム
は，２０１２年のホームゲーム観戦者数が１８５万８５２４名であ
り，１試合平均で２万５８１３名の観客を集めていた注１）。コ
ンサドーレは，２０１２年のホームゲーム観戦者数が，２０万
４１４１名であり，１試合平均で１万２００８名であった注２）。一
方で，レバンガは，２０１２－１３年のホームゲーム２０試合の
観戦者数が３万３５４９名で，１試合平均は１６７８名であった
（北海道新聞，２０１３年３月２８日）。
レバンガが２０１１年に設立される以前に，レラカムイ北
海道（以下，レラカムイ）というプロバスケットボール
チームがあった。レラカムイは，２００７－８年シーズンか
ら JBL（JAPAN BASKETBALL LEAGUE）に加盟し，
初年度から順位は下位に低迷してきたが，３年連続して
JBLで最も多く観客を動員した。JBLの他のチームは，
リンク栃木以外，トヨタ自動車などの大企業が後援する
企業チームであり，積極的に興行を行っている訳ではな
い。しかし，レラカムイの集客能力は，北海道における
バスケットボールの競技人口の多さと結びついていたと
考えられる注３）。レラカムイは，２００９－１０年シーズンに約
７万人のホームゲーム観客動員数を記録し，１試合当た
りの平均観客数は３１８２名であった注４）。しかし，レラカム
イの運営会社「ファンタジア・エンターテインメント」
は，２００９年と２０１０年度の年会費２０００万円を納入せず，決
算に虚偽の報告をしたことから，２０１１年１月１９日に，JBL
から除名処分を受けた。その後，JBLを運営する日本バ
スケットボール・オペレーション（JBO）が，シーズン
の残りの試合運営を行い，「北海道バスケットボールク
ラブ」という名称で試合を行った。２０１１年３月に東日本
大震災が発生したことに伴い，リーグ戦は途中で打ち切
られたこともあり，２０１０１１年シーズンの観客動員数は，３
万６５０４名で，１試合平均で２０２８名であった。２０１１１２年
シーズンから，中心選手の折茂武彦氏を理事長として，
一般社団法人「北海道総合スポーツクラブ」を設立し，
レバンガ北海道という新しいプロバスケットボールチー
ムを作った。
レラカムイは，２００９－１０年シーズンのホームゲーム２２
試合のうち１６試合を，札幌市の体育館（きたえーると月
寒アルファコートドーム）で開催しており，地方会場で
の試合開催は，稚内会場２試合，釧路会場２試合，北広
島会場２試合の合計６試合であった。ほとんどのホーム
ゲームを札幌市近郊で開催してきたことから，札幌市以
外の地域にファンを拡大することが課題になっていた。
２００５年に bjリーグという日本初のプロバスケットボー
ル・リーグが設立されてから，観客に関する調査がいく
つか行われてきた。たとえば，竹田（２００７）は，２００６年
と２００７年に，大分ヒートデビルスの観戦者に関する質問
紙調査を行った１）。この調査では，観客の約６５％が女性
で，３０歳代の観客が最も多かった。さらに２００６年の調査
では，観客の約７３％が試合会場近隣の大分市と別府市の
住民であることが報告された。
１）北翔大学短期大学部ライフデザイン学科
２）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
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写真１ 湿原の風アリーナ釧路
高橋と鈴木（２００８）は，２００７年１１月に大阪エヴェッサ
の観客を対象に，質問紙調査を行い，サービスプロダク
トへの評価に関する項目の因子分析の結果から，「…観
戦者の満足度を規定する要因はチームへ投影する地元意
識であることが明らかになった 」（５３頁）と指摘してい
る２）。つまり，「関西文化圏」への地元意識の高い者ほど，
試合観戦の満足度が高いということであった。
石澤と永谷（２０１０）は，２００９年２月に月寒アルファコー
トドームで開催されたレラカムイ公式戦（対日立サンロッ
カーズ戦）試合会場で，観客の実態調査を行った３）。こ
の調査では，１）レラカムイ北海道の観戦者は７割が，
札幌市在住の女性であり，２０歳代と３０歳代が全体の５７．６％
を占めた，２）レラカムイ観戦者の７割は日ハムの試合
を，４割はコンサドーレの試合も観戦したことがあった，
という主な結果が報告された。
さらに，加藤・葉（２００９）は，２０１０－１１年シーズンか
ら秋田のチームがｂｊリーグに加盟した場合に発生する
総合的な経済波及効果を，約４億２５００万円と推計した４）。
この推計では，運営チームの営業支出と観戦者支出の合
計である直接効果を約２億５０００万円と，ホームゲーム開
催による波及効果を約１億７０００万円と推計している。
札幌会場の調査では，回答者の７０％以上が札幌市在住
者であった（石澤と永谷，２０１０）。一方で，地方会場で
試合を開催した時に，地元住民の観客はどのくらいの割
合を構成するのだろうか。地方会場での試合開催に伴い，
札幌市や他の地域から，宿泊を伴い多くの観戦者が地方
会場を訪れるならば，開催都市への経済波及効果は大き
くなるだろう。たとえば，Meek（１９９７）は，「経済効果
は，ある経済界に投入された新しい金によって刺激され
る，すべての直接・間接・誘引的な経済活動から成り立
つ」と指摘している５）。つまり，試合観戦のために道外
や他の都市の人々が宿泊を伴い観戦に訪れる場合に，経
済効果は高くなるということである。
JBLや bjリーグといったバスケットボールリーグに
所属するプロチームが存続していくためには，身の丈に
合った経営を継続する仕組みが必要である。そのために
は，公式戦開催に関わる経済効果の測定や観戦者数を増
やすための戦略を練ることが重要である。本研究では，
こうした観点から，２００９１０年シーズンにおけるレラカ
ムイ北海道のホームゲーム公式戦開催に伴う経済効果を
推計することを目的にする。
Ⅱ．研究方法
１．調査方法
本研究では，２００９年１０月３１日に稚内市総合体育館と，１１
月１４日と１５日に湿原の風アリーナ釧路と，２０１０年３月１４
日に北海道立体育センター「きたえーる」で開催された
レラカムイ北海道公式戦会場で，観客に質問紙を用いて
個別面接調査を行った（写真１，２）。
稚内会場ときたえーる会場におけるレラカムイの対戦
相手は，トヨタ自動車アルバルクで，釧路会場ではアイ
シン・シーホースであった。会場の入り口でレラカムイ
の資料と一緒に，質問紙を観客に手渡し，会場内で質問
紙を回収した。会場のディスクジョッキーから質問紙の
記入について観客に情宣を行った。
調査対象になった公式戦の観客数は，１０月３１日に１３０４
名，１１月１４日に２３１０名，１５日に２５９９名，３月１４日は４３３１
名と発表された。中学生以上の観客を対象に調査を行い，
有効回答数は，稚内会場で２５０部，釧路会場２日間で１１２１
部（１４日６０２部，１５日５１９部），きたえーる会場で８４９部で
あった。
２．調査内容
調査内容は，観客の個人的属性（性別，年齢，住所，
職業），中学・高校時代の課外活動状況，チケットの座
種，過去３年間の観戦回数，観戦人数，使用した交通手
段，観戦形態（日帰り観戦か宿泊を伴う観戦），宿泊場
所，観戦理由であった。また，札幌を拠点にするプロ野
球の日本ハムとＪリーグのコンサドーレの公式戦観戦状
況について尋ねた。
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写真２ 質問紙調査回収場所
Ⅲ．結果及び考察
千葉・永谷・石澤（２０１０）は，稚内・釧路会場で行っ
た観客の実態調査結果についてすでに報告していること
から，ここでは，ホームゲーム開催に関わる直接経済効
果の推計について報告する６）。
１．ホームゲーム開催による直接経済効果の推計
加藤・葉（２００９）は，ホームゲーム開催に伴う経済効
果を，「観戦者のホームゲーム観戦に関わる支出によっ
て開催地にもたらされる経済効果」４）（６９頁）と定義して
おり，「その直接効果は，観戦者支出に観戦者数と試合
数を乗ずることで推計できる」４）（６９頁）と指摘している。
加藤と葉（２００９）の研究を参考にして，本研究では，釧
路会場ときたえーる会場で収集した質問紙とレラカムイ
の運営会社，ファンタジア・エンターテイメントから提
供された情報に基づき，試合開催に伴い生じる直接効果
を推計する。
きたえーる会場における１名あたりの観戦者支出
は，５３１６円であった（表１）。内訳は，観戦者支出のう
ち入場料（３２３４円），交通費（１０００円），アリーナ外の飲
食費（７６３円），アリーナ内の飲食費（１１０円），グッズ購
入費（２０９円）であった。質問紙調査の結果から，きた
えーる会場の観客の９３．３％が日帰り観戦をしており，宿
泊を伴う観戦者は６．６％（５６名）であった。最も多くの
観客が宿泊していた札幌のホテルでは，１泊朝食付きで，１
名６０００円の料金を設定していたことから，今回の分析の
金額に設定した。
グッズ購入費は，球団から釧路会場２日間で１００万円の
売り上げがあったという情報に基づき，２日間の観客数
（４７９４名）で除することで，一名当たりの支出をグッズ
購入費２０９円と推計した。この金額をきたえーる会場の
支出にも用いた。交通費は，利用交通機関に関する回答
結果に基づき，計算した。観戦者の約６０％（５０６名）は
地下鉄を利用し，次に自家用車が３５．６％（２９９名），路線
バスが７．５％（６３名），JR普通が６．７％（５６名）という結
果であった。交通手段として，地下鉄と JR普通電車を
利用する観客が多かったことから，札幌市の郊外からき
たえーるに隣接する地下鉄豊平公園までの往復交通費１０００
円（片道 JR普通２６０円＋地下鉄２４０円）を交通費の金額
に設定した。
次に，きたえーる会場における試合開催に伴う直接効
果を推計した。１名当たりの観戦者支出は，交通費（１０００
円）とアリーナ外飲食費（７６３円）とアリーナ内飲食費
（１１０円）の合計で，１８７３円と計算された（表２）。観戦
者支出にきたえーる会場の観戦者数４３３１をかけると，約
８１１万円の直接経済効果を推計することができる。さら
に，きたえーる会場での１名あたりの観戦者支出に，札
幌・北広島会場での平均観客数３４６６名と試合数１８試合を
かけると，約１億１６８５万の直接経済効果を推計すること
ができる。この金額に札幌会場での宿泊費合計２１２７万円
を足すと，札幌・北広島会場１８試合での直接経済効果は，
約１億３８１２万円と推計された（表２）。
釧路会場における１名あたりの観戦者支出は，６１８６円
であった（表３）。内訳は，入場料（２８３９円），交通費
（２２６５円），アリーナ外の飲食費（７６３円），アリーナ内
の飲食費（１１０円），グッズ購入費（２０９円）であった。
また質問紙調査の結果から，釧路会場の観客の２０．８％
（２００名）が宿泊を伴う観戦をしており，そのうち１５２名
が釧路近郊の宿泊施設に滞在していた。最も多くの観客
が宿泊していた釧路駅近くのビジネスホテルでは，１泊
朝食付きで１名５０００円程度の料金であったことから，今
回の分析の金額に設定した。交通費は，利用交通機関に
関する回答結果に基づき，計算した。観戦者の８５．７％
（９３８名）は自家用車を利用し，次にJR特急利用者が７．７％
（８４名），路線バスが２．１％（２３名），飛行機利用が１．８％
（２０名），高速バス利用が１．３％（１４名），タクシーが１％
（１１名）という結果であった。
次に，釧路会場における試合開催に伴う直接効果を推
計した。１名当たりの観戦者支出は，交通費（２２６５円）
とアリーナ外飲食費（７６３円）とアリーナ内飲食費（１１０
円）の合計で，３１３８円と計算された（表４）。観戦者支
出に釧路会場２日間の合計観戦者数４７９４をかけると，約
１５００万円の直接経済効果を推計することができる。さら
に，釧路会場でのデータから，１試合当たりのホテルな
どの宿泊者を３３０名と推計し，１泊５０００円の料金と釧路・
稚内会場の４試合をかけると，宿泊費の合計は６６０万円
になる。
札幌・北広島会場１８試合と釧路・稚内会場４試合の直
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接経済効果を合計すると，１億６８１５万円と推計できる。
表１ ホームゲーム１試合の観戦者１名当たりの支出
（きたえーる会場）
１名当たりの経費
入場料 ３，２３４
交通費 １，０００
アリーナ外飲食費 ７６３
アリーナ内飲食費 １１０
グッズ購入費 ２０９
合計 ５，３１６
表２ ホームゲーム開催による直接経済効果
（きたえーる会場）（円）
交通費 ① １，０００
アリーナ外飲食費 ② ７６３
アリーナ内飲食費 ③ １１０
１名当たりの観戦者支出 ④＝①＋②＋③ １，８７３
１名当たりの観戦者支出（札幌会場）
⑤＝④×４３３１名＝８，１１１，９６３
観戦者支出（札幌・北広島会場）
⑥＝④×３４６６名×１８ 試合＝１１６，８５２，７２４
（人数は札幌・北広島会場での平均観客数で計算）
１名当たりの宿泊費（札幌・北広島会場）⑦ ６，０００
宿泊費合計⑧＝⑦×１９７名×１８試合 ２１，２７６，０００
直接経済効果（札幌・北広島会場）
⑨＝ ⑥ ＋ ⑧ １３８，１２８，７２４
表３ ホームゲーム１試合の観戦者１名当たりの支出
（釧路会場）
１名当たりの経費
入場料 ２，８３９
交通費 ２，２６５
アリーナ外飲食費 ７，６３
アリーナ内飲食費 １１０
グッズ購入費 ２０９
合計 ６，１８６
表４ ホームゲーム開催による直接経済効果（円）
交通費 ⑩ ２，２６５
アリーナ外飲食費 ⑪ ７６３
アリーナ内飲食費 ⑫ １１０
１名当たりの観戦者支出⑬＝⑩＋⑪＋⑫ ３，１３８
１名当たりの観戦者支出（釧路会場）⑭＝⑬×４，７９４名
＝ １５，０４３，５７２
観戦者支出⑮＝⑭×１９０３名×４試合＝ ２３，８８６，４５６
（人数は釧路・稚内会場での平均観客数で計算）
１名当たりの宿泊費（釧路・稚内会場） ⑯ ５，０００
宿泊費合計⑰＝⑯×３３０名×４試合 ６，６００，０００
直接経済効果（釧路・稚内会場）
⑱＝ ⑮ ＋ ⑰ ３０，４８６，４５６
直接経済効果 ⑨ ＋ ⑱ １６８，６１５，１８０
Ⅳ．ま と め
２００９１０年シーズンにおけるレラカムイのホーム公式
戦に伴う直接経済効果は，約１億７０００万円であった。
秋田でのホームゲーム開催による直接経済効果が約１
億円であったことを想定すると，総合的な経済波及効果
は５億円から６億円程度になると推測される。
こうした経済効果の金額は，東北楽天イーグルスの約
１２９億円や，ベガルタ仙台の約２７億円と比べると，少な
い金額である４）。しかし，これまでプロバスケットボー
ルチームがなかった北海道で，レラカムイやレバンガが
公式戦を行うことで，札幌市や釧路・稚内市のような地
方都市に経済的な影響があったことは事実である。たと
えば，２００９年１０月に筆者が，稚内市の副湾市場に立ち寄っ
たときに，お土産を購入していた観光客の多くは，前日，
レラカムイの試合会場で熱心に応援していたファンであっ
た（写真３）。レラカムイの試合が地方都市で開催され
るたびに，札幌から応援に駆け付ける熱狂的なファンは，
地方経済の活性化に少なからず貢献してきたことだろう。
しかし，きたえーる会場での調査によると，観客の約
９３％が日帰り観戦をしていたことから，札幌近郊のファ
ンによってレラカムイは支えられていたことがわかった。
レラカムイ消滅後に誕生したレバンガが収益をあげ，
地域経済への影響を増やしていくためには，札幌以外の
地方都市からの観客を増やす工夫や，道外のファンを増
やすことも検討していく必要があるだろう。
北海道におけるプロバスケットボールの試合開催に伴う経済効果に関する研究
―１０―
写真３ 稚内副湾市場
付 記
本研究は，平成２１年度江別市大学連携調査研究事業補
助金「産学官連携による江別市のスポーツ振興について」
と平成２３年度から平成２５年度文部科学省「私立大学戦略
的研究基盤形成支援事業」の助成を受けて実施したもの
である。
脚 注
注１）プロ野球 Freakというホームページ参照（http：
／／baseballfreak．com／audience／１２／fighters．html）
注２）Qoly Football Net Magazineのホームページ
（http：／／www．qoly．jp／index．php／special／１３５３１
２０１２j１attendance）
注３）平成１９年度の日本バスケットボール協会の資料に
よると，北海道のバスケットボール競技者数（ミニバ
スから社会人まで）は３万３２９１名で全国の都道府県の
中で２番目に多かった。
注４）北海道新聞社の集計による。
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